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インターネット上の出会い系掲示板を対象とした

基礎的語義調査

金城 克哉

1.はじめに
これまで国立国語研究所によって大規模な語桑調査が行われてきた02009年

10月現在､同研究所は言語データベース整備計画 (KOTONOHA計画)の一

環として 『現代日本語書き言葉均衡コーパス』構築を進めている (同プロジェ

クトの詳細については 『国文学 :解釈と鑑賞』2009年1月号所収の諸論文を参

照)｡しかしながら荻野 (2002)が指摘するようにコンピューターの普及に伴

い､従来ではなし得なかった大規模コーパスを用いた調査が可能になったとは

言うものの､個人研究者のレベルでの様々な分野の ｢語桑調査｣はそれほどな

されているとは言えない状況にある (もちろん､杉本 (2009)のように大規模

コーパスを用いた意味分析や語の用法の分析などの研究は盛んに行われている)｡

その一方で､インターネットの普及により､個人が (編集者などの校閲を経

ることなく)自ら思うところをブログで公表したり日記という形で仲間内で共

有したり(mixiなど)､またYahoo知恵袋 (http://Chiebukuro.yahoo.co.jp/)

などのオープンな掲示板へ書き込んだりすることも可能となった｡この後者の

｢掲示板｣には様々な形態のものがあり､上記Yahoo知恵袋のように誰もが

自由に携帯電話やパソコンなどを用いてアクセスできるものもあれば､特定の

関心事を持つ人々のみがアクセスするようなもの (オープンではあるが､一般

の人々にはあまり知られていない)も存在する｡これらを広義の ｢言語活動｣

であると捉え､そこでどのような言葉が用いられているのか､そこにはどのよ

うな語桑が現われるのかを調査することは､共時的な言語分析という視点から

意義のあることであると思われる｡
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本稿ではそのような特定の関心を持つ人々がアクセスし書き込みをするとい

う点に着目し､MSM を対象とした出会い系掲示板の語嚢調査を実施した｡な

お､本稿では基礎的な ｢語桑の量的性格(特性)｣の記述を中心とし､｢語桑の量

的構造｣(伊藤 2002)の解明にまで言及することができなかった｡以下調査概

要､調査結果､分析 ･考察の順に記述していく｡(注1､注2)

2. 調査概要

2.1.調査日的

コーパスを用いた特定分野 (MSM を対象とした掲示板)の語嚢を調査する

ことによって高頻度語および特徴的な語桑を明らかにすること｡

2.2.調査方法

今回調査対象としたインターネット上の掲示板はA～Fの計6つである｡

2008年11月1日～2009年4月30日までの半年間の全投稿のうち､過去ログとし

てインターネット上で参照できるものを利用し､1回の投稿を1件としてカウ

ントした｡総投稿件数は42,560であった｡それぞれの掲示板の月別の投稿件数

の内訳は以下の通り:

表 1 各掲示板の月別投稿件数と合計数

11月 12月 1月 2月 3月 4月 合計

掲示板A 3,753 3,335 3,528 3,333 3,887 3,639 21,475

掲示板B 2,153 2,132 2,020 2,150 2,578 2,822 13,855

掲示板C 195 154 138 140 123 121 871

掲示板D 241 227 234 166 197 204 1,269

掲示板E 243 236 264 291 344 328 1,706

掲示板F 596 605 497 506 556 624 3,384

サンプリングのために投稿件数の最も少ない ｢掲示板C｣を基準とし､それ

ぞれの掲示板の投稿件数との比を計算した (小数点 1位は四捨五入)｡その結

果､表2に示す割合が得られた｡この比率が反映されるよう､それぞれの掲示
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板について11月から4月までの投稿の中から総標本数が2,400(母集団の約

5.64%)となるよう標本を採取した｡標本抽出にあたってはコンピュータ上で

発生させた乱数を用い､無作為抽出法をとった｡

表2 掲示板Cを基準とした投稿数の割合と標本採取数

A B C D E F

Cを1とした割合 25 15 1 1 2 4

今回の投稿文の解析にあたってはKH Coderを用いた (解析器は茶笑､解析

器システム用電子化辞書はUniDic)0 (注3)

データ収集から解析までの手順は以下のとおりである｡まず､各掲示板の過

去ログを参照し､投稿1,000件毎にエディタに記録し基本ファイルを作成｡そ

れをもとに乱数にしたがって1件ごとにExcelに入力した｡投稿文は氏名､タ

イトル､本文､プロフィール (身長 ･体重 ･年齢)から構成されているが､今

回はタイ トルと本文のみを扱った｡また1件ごとに20代や30代というタグを付

した｡これをKH Coderにかけ､UniDicに登録されておらず解析がうまくい

かない語 (未知語)については ｢強制抽出語｣として登録した (樋口 2009)0

この作業を繰り返し､ある程度目処がついたところで一つ一つの見出し語につ

いて誤解析がなされていないかを検討し､最終的にはExcelの機能などを活用

しながら手作業で数え上げた｡

2.3.調査単位の認定

単位 (請)認定の基準を統一するため､UniDicに登録された単位を基準と

した｡動詞では可能形を1つの見出し語として立てた (例 : ｢会う｣と ｢会え

る｣は1つの見出し語 ｢会う｣として統一するのではなく､別々の見出し語と

した)｡ UniDicに登録されていない単位の認定については以下の点に留意した｡

① 同一語と認定できる場合でも､漢字 ･ひらがな ･カタカナ ･記号の有無

で表記が異なるものについては異なる見出し語とした (例 :｢良い｣の意味

での ｢いい｣は ｢いい｣の他にデータ上では ｢いい｣､｢い-｣､｢イイ｣､
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｢イイ｣の表記があるが､それぞれを別の見出し語とした｡また､頻出の

｢暇｣､｢ヒマ｣､｢ひま｣も別の見出し語とした)0

(診 略語については1つの見出し語とした (例 : ｢格好いい｣は ｢格好｣と

｢いい｣という別々の見出し語を立てたが､今回のデータでは出現形とし

て ｢かっけ-｣､｢カッケ-｣､｢かっけえ｣の略語表記があり､それぞれを

別の見出し語とした)

③ 頻出語である ｢場所あり｣の ｢あり｣は他にも ｢アリ｣､｢有り｣､｢有｣

の表記があるが､それぞれを別の見出し語とした｡またこれは動詞の連用

形ではなく､名詞とした｡

④ 時の名詞 ｢今､夜､明日｣などは副詞的な用法であると考えられるもの

も､品詞分類上は名詞とした (cf.『日本語教育事典』p.140)｡

⑤ 今回の調査で特徴的な語であると考えられる ｢ガチムチ｣､｢セクフレ｣､

｢ガン掘り｣などの複合語については､例えば ｢ガチムチ｣を ｢ガッチリ｣

と ｢ムッチリ｣に分けて見出しを立てるのではなく､ 1つの見出し語とし､

名詞に分類した｡

⑥ 伏字として記号の ｢O｣が使用されている場合でも､それが前後の関係

から語の一部であると認められる場合には､ 1つの見出し語とした (例 :

｢中○生｣は ｢中｣｢OJ｢生｣に分解するのではなく､｢中○生｣を1つの

見出し語とする)

⑦ アルファベットについては､｢H｣(全角)と｢H｣(半角)が性交為の意味で

の ｢エッチ｣の異表記である場合は1つの見出し語とした｡また､｢tough｣

などの外国語 (アルファベット表記)については､登録語のみを採用し､

その他はそれぞれのアルファベットを1つの見出し語とした｡

⑧ 顔文字と呼ばれる記号の組み合わせで作るエモーテイコン (例 :(<-<)Ⅴ)

などは分解して分析し､全て独立した記号としてそれぞれを1つの見出し

語とした｡(牲4)

⑨ 音引き (長音)の記号 ｢-｣の代替表現としてマイナス記号 ｢-｣やハ

イフン ト ｣が用いられているものについては､まとめて1つの見出し語

とした (例 : ｢メール｣､｢メール｣､｢メール｣は ｢メール｣にまとめた｡
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ただし､省略形の ｢メル｣については別の見出し語とした)0

3. 調査結果

3.1.延べ語数と異なり語数

調査の結果､延べ語数は77,843､異なり語数は3,548であった｡以下の表3

で各品詞ごとの述べ語数と異なり語数を示す (注5) ●

表3 各品詞ごとの延べ語数と異なり語数

形(非) 固 地 人 名 動 副 形 形動 接続

延べ語数 1,048 1971,074 4620,9699,8231,4601,1501,189 168

接頭.局 連体 助 助動 代 記 感 杏 不明 合計

延べ語数 2,655 19615,6109,4291,14510,060 461,546 3277,843

固有名詞 ･地名 ･人名を除いた名詞､動詞､形容詞 (形 (罪)を含める)な

どの主要品詞構成の延べ語数と比率､また同じ主要品詞の異なり語数の度数と

比率は以下の通りであった (小数点2位以下切り捨て):

表4 主要品詞構成比率 (延べ語数)

名 動 形 形動 副 連体 接続 感動 合 計

度 数 20,969 9,823 2,198 1,189 1,460 196 168 4636,049

図 1 延べ語数の品詞構成比率
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表5 主要品詞構成比率 (異なり語数)

名 動 形 形動 副 連体 接続 感動 合計

度 数 1,786 521 149 144 168 13 16 22 2,819

図2 異なり語数の品詞構成比率

これら主要品詞の度数順語嚢については付表1-5を参照のこと (紙面の都

合上150位まで｡なお連体詞､接続詞､感動詞は省略)0

3.2.母比率の推定

名詞 ･動詞 ･形容詞の95%信頼区間での母比率の推定値を次の公式によって

求める (伊藤 2001):

P±Za
(p-使用率､a-標本数､Za-正規分布表の係数1.96)

(1) 名詞 (使用率p-20,969(名詞の延べ語数)÷77,843(総延べ語数)-

0.269)

母集団の名詞の比率は､信頼度95%で25.40%から28.39%の間であると

推定できる

(2) 動詞 (使用率p-9,823÷77,843- 0.126)

母集団の動詞の比率は､信頼度95%で11.48%から13.71%の間であると

推定できる
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(3) 形容詞 (使用率p-2,198÷77,843- 0.028)

母集団の形容詞の比率は､信頼度95%で2.24%から3.35%の間であると

推定できる

4.分析と考察

4.1.樺島の法則 (1955)

樺島は ｢条件を一定にした文において､名詞の百分率が分かれば､他の類別

された品詞の百分率が算出でき｣(1955:386)､｢名詞の百分率をもって､文章

の特性を計る尺度となし得る｣(同上)とし､次の3つの式を提案する (自立語

のみ)

(1) Ad-45.67-0.60N

(2) log.り7- ll.57-6.56loglt,〟

(3) V-loot(N +Ad+1) (旺6)

(但しNは名詞の構成比百分率､Vは動詞の構成比百分率､Adは形

容詞 ･形容動詞 ･連体詞 ･副詞の合併類の構成比百分率､Jは接続詞 ･

感動詞の構成比百分率とする)

今回の調査ではⅣ-58.17であったが､これを上記式に代入すると､

Ad-45.67-0.60X58.17-10.768

loglOI- ll.57-6.5610glO58.17--0.00643

という値が得られる｡これは今回の調査で得られた値 Ad(13.97),Logl｡I(-

0.23657)とは異なり (水谷 (1977)の式でもほぼ同じ結果となる)､また水谷

(1977:66 図5)で示された 『日本文学大辞典』の語類の割合に近い値となっ

ている｡

樺島は ｢Nの増加は話しことば的なものから書きことばへと向かって｣おり

(1955:387)､また ｢感情の表現をなすものから関係の表現をなすものへと､N

が増す｣(同上)と指摘しているが､これは樺島が最も名詞の比率が高いもの
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として新聞記事を念頭に置いているためである｡今回の調査では掲示板への投

稿者の意向を表わす助動詞 ｢たい (てえ)｣(例 : ｢盛りたい｣(データNo.2))

の延べ語数は1,138､また投稿文の読み手を意識した丁寧体 ｢です｣(延べ語数

1,108)･｢ます｣(延べ語数2,036)も用いられており､名詞の多用がすなわち

新聞調の書き言葉に近づくとは一概には言えないであろう (佐竹 (2009:106)

では言語的特徴を抽出するための指標として文末形式の比率について触れてい

る)｡次のセクションで高頻度語について検討するが､樺島 (1954)が指摘す

るように､｢場面文脈依存度の高低が､文長の制約と共に品詞の割合を変化さ

せる要因の一つ｣であり (1954:18)､｢文が言語表現以外の通達方法あるいは

文脈を利用し得ず､自足的自立的であるためには､主要な概念項である名詞を

省略し得ず､名詞の割合が大となる｣(同上)という点は傾聴に値する｡今回

の調査で名詞の割合が大きかった要因は､｢いつ｣｢誰が｣｢何を｣(｢どんな人

を｣)望んでいるのかという点に重点が置かれた記述が多かったためではない

かと思われる｡この点については次の高頻度語の分析で検討する (文末形式 ｢っ

す｣･｢す｣については金城 (2009)を参照のこと)0

4.2.高頻度語

高頻度語は ｢無特徴語｣(基本的な名詞 (例 :｢こと､もの､人､時｣)や基本

的な動詞 (例 :｢する､いる､ある､なる｣))とテクス トを特徴づける ｢特徴語｣

とからなるとされる (伊藤2001)｡表6に本調査で得られた高頻度語50位までを

あげる｡これら50の語のうち､本稿が分析する出会い系掲示板の投稿文を特徴

付ける (であろう)と考えられるものを以下のカテゴリーに分類した｡

①時 :｢今｣

②場所 :｢場所｣｢公園｣

③役割 :｢タチ｣｢ウケ｣(注7)

④身体 :｢短髪｣｢体型｣｢ケツ｣｢プロフ｣｢太め｣｢スリム｣

⑤動作 :｢やる｣｢できる｣｢出来る｣｢掘る｣｢しゃぶる｣｢会える｣｢くれる｣

⑥その他 :｢メール｣｢年下｣｢軽い｣｢募集｣｢足｣｢あり｣｢なし｣
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｢人｣や ｢方｣があることから｢人物｣というカテゴリーも考えられたが､こ

れらは無特徴語とみなし､ここでは ｢タチ｣･｢ウケ｣ という語が見られたため

性行為の際に能動的もしくは受動的な役割をするかという役割の区分を示すも

のが必要であると考え､｢役割｣というカテゴリーを立てた｡身体には身体特

徴 ｢短髪｣･｢太め｣･｢スリム｣と身体部位 ｢ケツ｣､身長 ･体重 ･年齢をまと

めた ｢プロフ (ィ-ル)｣を含めた｡｢足｣はその他に含めたが､これは ｢足｣

が ｢移動手段｣の意味で用いられているためである｡また､動作を表す語のう

ち､｢やる｣と ｢できる (出来る)｣は性行為の隠語として上位概念を､｢掘る｣

と ｢しゃぶる｣はその下位区分として具体的な動作を表している｡(注8)

表6 高頻度語 (50位まで 数詞を除く)

順位 董EPロ 度数

1 いる 1,517
2 する 1,511
3 人 1,234
4 メール 520

5 今 475
6 場所 441
7 くれる 376

8 掘る 329
9 いい 315

10 夕チ 310

ll 方 (かた) 308
12 普通 302
13 やる 295
14 行く 295
15 ない 292
16 できる 289
17 しゃぶる 286

18 短髪 277
19 ある 269

20 体型 251
21 募集 243
22 ウケ 241
23 足 238
24 タイプ 218

順位 喜丘P口 度数

26 よろしく 203

27 好き 201
28 あり (有り) 192
29 下さる 190
30 なし (無し) 188
31 くださる 178
32 見る 178
33 出来る 177
34 ケツ 175
35 会える 174
36 プロフ 173
37 年下 164
38 来る 164
39 軽い 164
40 太め 157
41 公園 153
42 居る 150
43 感じ 145
44 よい 143

45 良い 142
46 スリム 141

47 市 139
48 奴 (やつ) 139
49 希望 130
50 今日 130
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次に､特徴語には含めなかったが､高頻度語の1位である ｢いる｣(42位の

｢居る｣を含めると頻度は1,667となる)の他の語との共起関係を見てみよう｡

表7は ｢いる｣と共起関係にある上位3語 (｢ます｣･｢人｣･｢ない｣)をあげた

ものである｡ここでは ｢いる｣を中心に､両側の何番目に ｢ます｣･｢人｣･｢な

い｣が用いられているかがわかる｡表が示すように､｢いる｣は助動詞 ｢ます｣

と結びついて ｢います｣の形で用いられている例が647あることがわかる｡次

に高頻度語である ｢人｣も ｢いる｣と結びつき､｢人いる｣のように用いられ

る例が510あり､また｢いない｣という否定の形でも465例用いられている｡

表7 ｢いる｣のコロケーション統計 (左右)

順位 童EPロ 品詞 左3 左2 左 1 右1 右2 右3

1 ます 助動詞 7 2 1 647 0 10

2 人 名詞 ll 24 510 22 8 3

また､｢いる｣の左側に焦点をあわせ､左 1に現れる語を頻度の高い順に見

ると､表8のような結果となる :

表8 ｢いる｣のコロケーション統計 (左側のみ)

順位 董EPlコ 品詞 左5 左4 左3 左2 左1

1 人 名詞 12 7 ll 24 510

2 て 助動詞 48 54 123 2 126

3 方 名詞 01 0 9 88
4 か 助詞 24 13 30 10 84

5 に 助詞 19 12 45 1 79

｢人いる｣(例 :｢起きてる人いますか｣データ No.21)､｢方いる｣(例 :｢欲し

い方いましたらレスよろしくです｣データ No.27)､｢タチいる｣(例 :｢会っ

てできるタチいるかな｣データ No.176)など ｢いる｣が他の頻出語とも共起

関係にあることがわかる (第5位の ｢か｣は ｢誰かいる｣の例である)0

上記コロケーションは隣接する語にどのようなものがあるのかを示すもので

あるが､もう少し広い意味で ｢共起｣を捉え､同一投稿文内 (センテンスでは
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なく､投稿ごと)に高頻度語が共起していないか､またどの語が共起している

のかという関係を表した共起ネットワーク (高頻度語24位まで)を図3に示す

(KHCoderを用いて作図)｡この共起ネットワークはJaccard係数 (注9)をも

とに作成したものであるが､｢単に語がお互いに近くに布置されているという

だけではそれらの語の間に強い共起関係がある｣わけではなく､｢近くに布置

されていても線で結ばれていなければ､特に共起関係が強いというわけではな

い｣(樋口 2009)｡また､ここで言う ｢共起｣の概念は上述したように掲示板

への投稿1件を1つの単位としたもので､必ずしも表7･8で示したような隣

接関係にあるものとは限らない｡しかし､この図からは､例えば図の中心近く

に布置されている ｢場所｣という名詞は ｢ウケ｣や ｢タチ｣など13の語と強い

共起関係が見られるということが読み取れる｡

足

人
今

方

宣く_:
図3 高頻度語24位までの共起ネットワーク (Min.Jaccard-.102)
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5.まとめ

今回は個人で行う調査ということで標本数も2,400(母集団の約5.64%)と

せざるを得なかったが､MSMを対象とした掲示板で用いられる語桑の一端で

も示すことができたのではないかと思う｡当初､データを収集する段階では高

頻度語の中に性行為に関する語が多く含まれるであろうと予想していたが､分

析結果はその予想に反する結果となった (各品詞ごとの高頻度語については付

表を参照のこと)0

また､語桑という範晴を越えるため､分析 ･考察の部分では詳しく触れるこ

とができなかったが､｢～人いる｣という語と語の ｢共起｣から次の段階とし

て ｢表現｣へ視点を移すと､肯定の ｢いる｣ではなく､否定形の ｢いない｣や

｢いません｣を用いて否定疑問文にする例 (｢～人いない?｣｢～人いないかな?｣

｢～人いませんか?｣)が多用されていることも今回の調査で明らかとなった｡

こういった表現の特徴の分析については今後の課題としたい｡また､年代別の

語桑についても特徴を明らかにすることができなかったため､この点もさらに

研究を進めたい｡

最後になったが､今回の調査ではデータ提供を許可してくださった掲示板の

管理 ･運営者の方とKHCoderの開発者である樋口耕一氏にこの場を借りて

謝意を表したい｡

注

1.本研究は平成21年度厚生労働科学研究費による研究(研究代表者 :加藤慶,

課題番号 :H20-エイズー若手-012)の一部である｡MSMはmenwhohavesex

withmenの略｡

2.今回の調査は､個人情報保護の観点から掲示板への投稿者の氏名やメール

アドレス (これは基本的には掲示板では表示されず､またデータ収集の際に

も調査者は知ることができない)､個人のプロフィールなどの情報を開示し

ないことなどを条件に管理 ･運営者の同意を得て実施した｡また本稿が公表

されることにより当該掲示板へ何らかの不利益が及ぶことを考え､今回は掲
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示板のURL開示を控える｡

3.KHCoderは立命館大学の樋口耕一氏が開発したフリー ･ソフトウェア

である｡本調査ではVersion1.beta21を用いた｡これについては以下のU

RLより最新版が入手できる｡

http://khc.sourceforge.net/index.html

このKHCoderは形態素解析器として茶先を利用しているが､茶笑は奈良

先端科学技術大学院大学情報科学研究科自然言語処理学講座 (松本研究室)

によって開発されたものである｡詳しくは次のURLを参照のこと｡

http://chasen-legacy.sourceforge.jp/

また以下のURLより最新版のダウンロードが可能である｡

http://sourceforge.jp/projects/chasen-legacy/releases/?packageーid-5864

今回の分析では解析器システム用電子化辞書として､IPADICではなく､

千葉大学の伝康晴民 らが開発 した UniDicを用いた (今回は unidic-

chasen1312_sjis.zipを利用)0 UniDicについては以下のURLを参照のこと｡

http://www.tokuteicorpus.jp/dist/modules/system/modules/menu

/main.php?page_id-1&op-change｣)age

4.UniDicにはこれら一部の顔文字が登録されているが､今回分析対象とし

たデータ中には登録外の顔文字も含まれており､統一を期すために構成要素

となっている記号を分解して見出し語とした｡

5.この品詞分類はKHCoderにもとづくものであるが (樋口2009:9)､電子

化辞書として上記UniDicを用いたため一部改変してある｡UniDicの品詞

分類については伝他 (2009:15)を参照のこと｡

6.水谷 (1977)はこの樺島の法則を第一式と第二式を次のように修正し､近

似度を高めることができるとする (括弧内に示した桁は有効数字ではないと

する) :

(1)Ad-44.(16)-55.(75)N

(2)logl｡7-12.(59)-7.2(36)logl｡Ⅳ

7.『分類語費表』(1.1510)には ｢動き｣の下位区分 (04)として ｢受け太刀｣

という語が見られる｡
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8.参考までに上位24位までの語を対象に階層的クラスター分析を行った結果

を示す (Ward法､クラスター数-5)｡本文中の分類と比較されたい｡

0.5 0.7 0.9 1.1 1.3

図 高頻度語24位までのクラスター分析

9.例えば本稿の ｢いる｣と ｢人｣のJaccard係数は以下のように求められる

(KH Coderのフォーラム(http://koichi.nihon.to/cgi-bin/bbs_khn/khcf.

cgi?n0-473&mode-allread)を参照)｡ Jaccard係数については (金2009:

162)も参照のこと｡

共起した投稿件数(639)÷(｢いる｣が現れた投稿数(1290)+｢人｣が現れ

た投稿数(934)一 共起した投稿数(639))- 0.4032
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付表 1 名詞の度数順語柔表 (150位まで､数詞を除く)

順位 譜ー 度 数

1 人 1234
2 メ-)レ 520

3 今 475

4 場所 441
5 夕チ 310

6 方 (か た) 308
7 普 通 302
8 短 髪 277
9 体型 251

10 募集 243
ll ウケ 241

12 足 238

13 タイ プ 218

14 願 い 203
15 あ り (有 り) 192

16 な し (無 し) 188
17 ケツ 175
18 プ ロフ 173

19 年下 164
20 公園 153
21 感 じ 145

22 市 139
23 奴 (や つ) 139

24 希望 130

25 今 日 130

26 筋 肉 128
27 ガ チム チ 123

28 デ カマ ラ 108
29 笑 105

30 抜 き合 い 105

31 自分 104
32 坊主 104

33 目 104

34 一方 103
35 互 い 99

36 気 94
37 フエラ 88

38 運動 87

39 トイ レ 86

40 時 間 85
41 今夜 82
42 ア ド 81
43 ホテノレ 79
44 セ- フ 78

45 エ ッチ 77

46 男 77

47 以上 76
48 同 74
49 バ リ夕チ 70

川貞イ立 a 度数PF)

51 年 上 68
52 抜 きあい 66
53 リノヾ 65

54 秘 密 65
55 日殴 64
56 やつ (奴) 63
57 気持 ち 63
58 無 し 62

59 一緒 61

60 デ ブ 59
61 近 く 59

62 髭 58

63 辺 り 58
64 エ ロ 57

65 厳守 57
66 ドライブ 55

67 顔 54

68 画像 53
69 頃 53
70 仕事 51
71 前半 51

72 夜 50
73 マ ラ 49

74 後 半 49

75 複数 48
76 ごめん 47

77 岩盤 47
78 国際 47
79 興 味 46

80 交換 46
81 ノンケ. 45

82 体 45

83 野郎 44
84 いま 43

85 ノ リ 43

86 見せ合 い 42

87 観光 42

88 場 42

89 明 日 42

90 ガ タイ 41
91 サ ブ 41

92 しゃぶ りあ い 40

93 字L首 40
94 ぬ きあ い 39

95 バ イ 39

96 千 39

97 触 り合 い 38

98 後 38
99 通 り 38

100 餐 38
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順位 帝 度数

101 上 37

102 返事 37

103 マ ッサ ー ジ 36

104 以外 36
105 年 36
106 有 り 36
107 夕方 36
108 あた り 36

109 しゃぶ り合 い 35

110 人気 (ひとけ) 35
111 あ と 35

112 経験 34

113 前 34

114 体 系 34

115 野外 34

116 友達 34
117 アナノレ 33

118 スポー ツ 33
119 こと 32

120 兄貴 32
121 H 31

122 ヤ ツ 31

123 車 31

124 投稿 31
125 オナニー 30

126 最近 30

127 親 父 30

128 間 29
129 ガ ン堀 り 28

130 ス ジ筋 28
131 チ ンボ 28

132 ラブホ 28

133 帰 り 28
134 近辺 28

135 部屋 28
136 ヒ ゲ 27

137 既女昏 27
138 E】 27

139 女 27

140 全裸 27

141 年齢 27
142 勃起 27
143 ガ チ ボ 26

144 ちなみ 26
145 リー マ ン 26

146 事 26
147 ネ コ 25

148 や り取 り 25

149 休 み 25



付表2 動詞の度数順語桑表 (150位まで)

川白イ立 誇 度数

1 い る 1517

2 す る 1511
3 くれ_る 376

4 掘 る 329
5 や る 295

6 行 く 295

7 で き る 289

8 しゃぶ る 286
9 あ る 269

10 下 さる 190
ll くだ さ る 178

12 見 る 178

13 出来 る 177
14 会 え る 174

15 来 る 164

16 居 る 150
17 な る 128

18 抜 く 116

19 会 う 107

20 思 う 105

21 待 つ 104
22 み る 93

23 書 く 69

24 遊 ぶ 67
25 才留まる 67

26 や れ_る 66

27 言 う 65
28 いく 62

29 太 る 58

30 す む 49

31 つ け る 46

32 飲 む 45

33 感 じる 44

34 くる C来る) 42

35 鍛 え る 41

36 付 け る 41
37 合 う 38

38 入 る 38

39 犯す 38

40 使 う 37

41 紙 め る 37

42 か く (書 く) 34

43 消す 33

44 泊 まる 30
45 な さる 29

46 載せ る 29

47 出す 27
48 教 え る 26

49 探 す 25

50 い う (言 う) 24

川日付 請 度数

51 触 る 24.
52 頗 る 24

53 入オ1る(いれる) 23

54 白め る 20

55 攻 め る 19

56 あ う (合 う) 18

57 イ ケ る 18

58 も らう 18

59 しこすく 17
60 盛オlる 17

61 行 け る 16

62 知 る 16

63 有 る 16

64 起 き る 15

65 離 れ る 15

66 たまる (堪 る) 14

67 見 せ る 14

68 楽 しむ 13

69 寝 る 13

70 言古す 13
71 い じる 12

72 楽 しめ る 12

73 帰 る 12

74 終 わ る 12
75 * < 12
76 カヽ け る ll
77 ぬ く ll

78 まつ ll

79 扱 く ll

80 抱 く ll

81 つ く (付 く) 10

82 あーずる 10

83 しま う 10

84 掘 り込 む 10
85 持 つ 10

86 イ主む 10

87 助 け る 10

88 送 る 10

89 問う 10
90 あ う (会 う) 9
91 ーまる 9

92 ま くる 9

93 逢 え る 9

94 見せ 合 う 9

95 困 る 9

96 出会 う 9

97 眠れ る 9

98 遊 べ る 9

99 絡 む 9
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川自イ立 弓五 度数n仁一

101 来 オ1る 8

102 ぶ っ放 す 8
103 集 ま る 8

104 締 まる 8
105 いけ る 7
106 い じめ る 7

107 う ず く 7

108 お る 7

109 こだ わ る 7
110 だす 7
111 ぶ つカ､け る 7

112 飲 め る 7

113 過 ごす 7

114 甘 え る 7

115 向か う 7

116 構 う 7

117 考 え る 7

118 出 る 7

119 撹 れ る 7

120 酔 う 7

121 分 か る 7

122 たまる(溜まる) 6

123 あえる(合える) 6
124 つ カヽ う 6
125 なオ1る 6

126 ーまじめ る 6

127 も らえ る 6

128 逢 う 6

129 過 ぎ る 6

130 虐 め る 6

131 仕込 む 6

132 受 け る 6

133 助 か る 6

134 付 き合 う 6

135 変 え る 6

136 遵 れ る 6

137 イ く 5
138 オナ る 5

139 くわ え る 5

140 とまる 5

141 はめ る 5

142 ム ラる 5

143 もつ 5

144 わ カヽ る 5

145 廻 す 5

146 掘 り上げ る 5

147 決 め る 5

148 見 え る 5
149 合 え る 5



付表3 形容詞の度数順位語桑表

順位 まき 度 数

1 軽 い 164

2 悪 い 109
3 エ ロしヽ 106

4 遅 い 51

5 若 い 45

6 久 しい 38

7 毛深 い 38
8 近 い 35

9 嬉 しい 29

10 優 しい 29

ll 激 しい 27
12 太 い 25

13 寒 い 22

14 少な い 20

15 寂 しい 18

16 上手 い 16

17 うれ しい 15

18 詳 しい 15

19 デカ い 14

20 楽 しい 12

21 細 い 12
22 で カヽ い ll

23 可愛 い ll

24 薄 い ll
25 かわ い い 10

26 大 きい 10

27 早い 8

28 多 い 8

29 デカイ 7

30 緩 い 7
31 ′小さい 7
32 カヽ る い 6

33 や さ しい 6

34 明るい 6
35 恋 しい 6

36 いや らしい 5

37 か つけ- 5

38 カワイイ 5

39 ゆるい 5

40 安 い 5

41 新 しい 5

42 凄 い 5
43 長 い 5

44 熱 い 5
45 濃 い 5

46 イカツイ 4
47 おそ い 4

48 キモ い 4

49 すげ え 4

50 す ごい 4

順位 請 度数

51 めん どい 4

52 高 い 4

53 短 い 4

54 あ りカ号た い 3

55 うまい 3

56 カ ツケ- 3
57 でか い 3

58 ヤ ′ヾイ 3
59 よろ しい 3

60 弓負い 3

61 仕方な い 3

62 臭 い 3

63 暖 かい 3
64 きつい 2

65 キモイ 2
66 スゲ- 2

67 すーヂ- 2

68 ヤ バ い 2

69 やーぎい 2

70 暗 い 2

71 古 い 2

72 酒臭 い 2

73 男臭 い 2

74 恥 ず ■か しい 2
75 白い 2

76 肌寒 い 2

77 怖 い 2

78 エ ロイ 1
79 おか しい 1

80 お っきい 1

81 かつけ え 1

82 カヽ る～ く 1

83 キ シ ヨい 1

84 キ ツイ 1
85 き もい 1

86 ゴツイ 1
87 ごつつ い 1

88 こわ い 1

89 さび しい 1

90 しつ こい 1

91 す くな い 1

92 すもず～ 1
93 スゲ エ 1

94 ち つち やい 1
95 で つカヽ い 1
96 ね ちっ こい 1
97 ひさ しい 1

98 ひ どい 1

99 ものす ごい 1
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順位 静 度数

101 やや こしい 1
102 わ るい 1

103 汚 い 1

104 危 な い 1

105 狭 い 1
106 堅 い 1

107 厳 つ い 1
108 固 い 1

109 厚 い 1

110 広 い 1
111 黒 い 1

112 細 か い 1

113 若 々 しい 1

114 渋 い 1

115 女 々 しい 1

116 少い 1

117 情 けない 1

118 深 い 1

119 辛 い 1

120 大 人 しい 1

121 男 くさい 1

122 低 い 1

123 程 よい 1

124 難 しい 1

125 薄暗 い 1

126 美味 しい 1

127 幅 ひろい 1

128 幅広 い 1

129 忙 しい 1

130 面 白い 1

131 有 り莫軽い 1

132 頼 りな い 1



付表4 形容動詞の度数順位語桑表
順位 請. 度数

1 好 き 201
2 太 め 157
3 ス リム 141

4 日殴 88

5 淫舌L 60

6 ガチ 38

7 太 目 32

8 短 め 29

9 面倒 29
10 無理 18

ll 苦手 17

12 マ ッチ ョ 16

13 気軽 14

14 檀.棉 13

15 真面 目 13

16 爽やか 12
17 ヒマ ll

18 清潔 ll

19 大丈夫 10

20 可能 9
21 スケベ 8

22 小柄 8
23 タフ 7
24 ビンビン 7

25 細 め 7

26 色黒 7

27 エ ッチ 6
28 ひ ま 6

29 マニ ア ック 6

30 めちゃ くちゃ 6

31 場違 い 6

32 大好 き 6
33 でかめ 5

34 マ ジ 5

35 軽め 5

36 締一腰 5
37 ダ メ 4

38 簡 単 4

39 気長 4
40 小 さめ 4

41 少なめ 4

42 早 め 4

43 大胆 4

44 長 め 4

45 す き 3

46 真 っ赤 3

47 大 きめ 3

48 同 じ 3

49 派手 3

50 必要 3

順位 請 度数

51 不安 3

52 不 潔 3
53 有 名 3
54 や んちゃ 2

55 ヤ ンチ ャ 2

56 淫ら 2

57 下手 2

58 完全 2

59 嫌 い 2
60 自然 2

61 純粋 2

62 真 っ白 2

63 退屈 2

64 大柄 2
65 大変 2

66 適 度 2

67 半端 2

68 卑怯 2

69 敏感 2

70 不満 2

71 変 2

72 豊富 2

73 余計 2
74 あっさ りめ 1

75 あんな 1

76 いたず ら好 き 1
77 いろいろ 1

78 うす め 1

79 エ ロチ ック 1

80 おだやか 1
81 お つけ～ 1

82 カ号ち 1

83 きれ_い 1

84 グチ ャグチャ 1
85 こまめ 1

86 こんな 1

87 ず き 1

88 スマ- ト 1

89 そんな 1

90 て き と- 1

91 どんな 1

92 ノヾ カ 1

93 バ ラ ′ヾ ラ 1

94 ノヾ ノレキー 1

95 ひんーざん 1

96 ブサイ ク 1

97 フ リー 1

98 フ レン ドリー 1

99 ま じ 1
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順 位 言吾 度数

101 マ メ 1

102 ム リ 1
103 む り 1

104 めん ど 1

105 リアノレ 1

106 ワイノレド 1

107 安 易 1

108 暗め 1

109 可哀 想 1
110 格安 1

111 莱 1

112 気楽 1

113 健康 1

114 嫌 1
115 圭懸命 1

116 元気 1
117 控 えめ 1

118 豪華 1

119 骨太 1

120 自由 1

121 手軽 1

122 上手 1

123 上等 1

124 色々 1

125 真剣 1

126 親切 1

127 正直 1
128 素木ト 1
129 駄 目 1

130 大す き 1

131 大事 1

132 沢 山 1

133 短かめ 1

134 遅 め 1

135 丁重 1

136 低 め 1

137 当た り前 1

138 得意 1

139 濃厚 1

140 薄め 1

141 微妙 1

142 別々 1

143 無駄 1

144 愉快 1



付表5 副詞の度数順位語桑表 (150位まで)
J憤イ立 言百 度 数

1 よろ しく 203

2 ガ ツチ リ 106

3 サ ク ツと 63

4 ム ラム ラ 63

5 宜 しく 59

6 まつた り 54
7 あ ま り 39
8 どう 37

9 かな り 35

10 カ号つち り 29

ll ヨロシ ク 28

12 少 し 27

13 ガ ッツ リ 25
14 ガ ンガ ン 25

15 まだ 25

16 ち ょっ と 22

17 もち ろん 21

18 マ ツタ リ 20

19 即 20

20 あ っ さ り 18

21 必ず 18

22 ーぎち や 17

23 す ぐ 15

24 もぎつち や り 15

25 ポチ ヤ 14
26 カ号つつ り 13

27 しーざらく 12

28 た っぷ り 12

29 なか な か 12

30 まず 12

31 もう 12

32 色 々 12

33 是非 12

34 同 じ く 12
35 あん ま り 10

36 や や 10

37 初 めて 10
38 あん ま 9

39 イチ ヤイ チ ヤ 9
40 めち や 9

41 め つち や 9
42 も し 9

43 とにか く 8

44 仲 良 く 8
45 ち ょい 7

46 全然 7
47 さ くっ と 6

48 す っき り 6

49 む っち り 6

川百位 請 度 数

51 よ く 6

52 結 構 6
53 いろいろ 5

54 と りあ え ず 5

55 な るべ く 5

フ フフ フ

57 ゆ っ く り 5
58 よ ろ 5

59 グチ ヨグチーヨ 4

60 そ う 4

61 た まに 4

62 トロ トロ 4

63 ひたす ら 4

64 ま あ 4
65 まだ まだ 4

66 もち 4

67 モ ロ 4

68 沢 山 4
69 ウ ロウ ロ 3

70 オ ラオ ラ 3

71 サ クつ と 3

72 じっ く り 3

73 そ こそ こ 3

74 ど うぞ 3
75 ビー 3

76 とて も 3

77 ーまつき り 3

78 いきな り 2

79 いつーざい 2

80 ギ ンギ ン 2

81 さす が 2

82 さ らに 2

83 ズ ボズ ボ 2

84 た くさん 2

85 ただ 2

86 ち ゃん と 2

87 ドキ ドキ 2
88 なお 2

89 は じめて 2

90 ぶ らぶ ら 2

91 ボ ツキ リ 2

92 ポ ッチ ャ リ 2

93 まあ まあ 2

94 また 2

95 ム チム チ 2

96 ム ツチ リ 2
97 め つさ 2

98 よ り 2

99 わ りと 2

100 一番 2
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川貞位 請 度 数

101 多分 2
102 ア ツサ リ 1
103 ア ンア ン 1

104 いち ゃ いち ゃ 1

105 ウ ジウ ジ 1
106 う じゃ うじゃ 1

107 うず うず 1
108 ウズ ウズ 1

109 うろ うろ 1

110 ガ ツシ リ 1
111 ガ ノヾ ガ バ 1

112 カミんカ号ん 1

113 ギ ユ ツと 1
114 き らき ら 1

115 き りっ と 1

116 グッチヨグッチヨ 1
117 くつ と 1

118 こう 1

119 さつーゴり 1

120 シ コシコ 1

121 しっか り 1

122 ス グ 1

123 す こし 1

124 ず つ と 1

125 す で に 1
126 せ つ カヽ く 1
127 ぜ ひ 1

128 そ ろそ ろ 1

129 だ いぶ 1

130 タ ップ リ 1

131 ち ょっ くら 1

132 どうせ 1

133 とき どき 1

134 と くに 1

135 とって も 1

136 ト′ヾ - ツ 1
137 なお さ ら 1

138 ネチネ チ 1
139 ノンビ リ 1

140 のんび り 1

141 ′ヽ ツキ リ 1

142 バ ツと 1

143 バ リバ リ 1

144 ヒイー ヒイー 1
145 ぷ よぷ よ 1

146 ふ らふ ら 1
147 ぶ らぶ ら 1
148 ベ ロベ ロ 1

14.9 ーぎお- 1



A basic vocabulary survey of
local bulletin boards for MSM

Katsuya Kinjo

This study investigates vocabulary across 6 local bulletin boards for

MSM (men who have sex with men). During the period of November 1

(2008) to April 30 (2009), there appeared 42,560 cases (target population)

in the 6 bulletin boards. 2,400 units were selected using random numbers

generated by Excel. Selected data were analyzed by KH Coder (UniDic

as the electric dictionary and ChaSen as the analyzer). The result shows

that the number of token words is 77,843 and the number of type

words is 3,548.

Among the high-frequent top 50 words, there appeared some unique

nouns and verbs: those relating to the sex position, tachi (top) and uke

(bottom), and those action verbs such as yaru (do), dekiru (can do), and

horu (dig). It was also found that those high-frequent words are related

each other.
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